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 学生支援プロジェクト事業「香大生の夢チャレンジプロジェクト」は、学生の自主性、積

極性、創造性を高め、学生生活の活性化・充実に資すると共に、大学教育の改善や地域社

会の発展に貢献することを目的に、学長戦略経費による施策の一つとして平成18年度より

継続して行われています。 

この事業の応募条件として、学生の自主的なチャレンジ活動であること、企画内容は、

大学や地域社会の発展に寄与するものであることとしています。また、その活動は、魅力

的、独創的であることを求めています。学生の柔軟な発想と企画力、そして行動力に期待

した香大生の夢チャレンジなのです。 

12年目となる本年度の応募数は16件（新規8件、継続8件）であり、今回の審査は、新規

と継続を別々に行い、特に新規のプロジェクトの充実もねらいとしました。その結果、13

件（新規6件、継続7件）のプロジェクトが採択されました。例年以上に学生の魅力的で創

造的なプロジェクトが多く、中にはプロ顔負けの企画もあり、大変楽しみなプロジェクト

が多数ノミネートされたのです。そして、平成29年12月21日（木）に開催された中間報告

会は、各プロジェクトの進捗状況をポスター発表で視覚的にわかりやすいものに変えると

ともに、できるだけ多くの教職員・学生にも聞いてもらえるよう、オリーブスクエアでの

発表を実施しました。参加していた学生からも積極的に質問が出るなど、活発な報告会と

なり、最終発表に向けた課題も明確になりました。 

迎えた最終報告会は、平成30年2月19日（月）中間報告と同じくオリーブスクエアで開催

し、また、本年度も採択された事業の中から、大学広報に使われたり報道機関から取材を

受けるなど、大学内外から注目されるプロジェクトが複数出てきました。 

このように学内外の多方面において学生支援プロジェクト事業が大きく展開されていま

すが、本年度採択された13件のプロジェクトの実績を成果報告書としてとりまとめました

のでご覧ください。学生の皆さんには、今後の応募や企画の参考にして頂ければ幸いです。

次年度も、夢チャレンジプロジェクトにふさわしい、学生らしい豊かな発想に溢れたプロ

ジェクトの提案を期待しています。 

最後に、本事業の実施にあたり、ご支援・ご協力いただいた地域の皆さまをはじめ、教

職員・関係各位には衷心よりお礼を申し上げます。ありがとうございました。 


